
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8701220003KK/20090403

( 科目コード：8701220003KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】微生物学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・3 年次
【担当教員】

戸井 啓夫

【授業目標・教育方針】
微生物が有する機能を工学的に利用する立場から微生物を理解する。

【授業概要】
細菌やカビなどは、病気、食中毒、腐敗などのように、どちらかというと負の印象が強いが、我々の周りには、我々
の生活に大いに役立っているものが数多くある。しかし、どちらも微生物の生命活動に基づく結果にすぎない。また、
微生物は構造が簡単であり、生命現象も高等生物とは比べものにならないほど単純なことから、生命現象そのものの
研究材料として深く研究され、多くの重要な情報を我々に提供している。
この講義では、主に微生物が持っている機能をより有効に利用することと関連させながら、微生物の構造、代謝、増
殖など、基本的な事項について学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：村尾澤夫、荒井基夫共編、応用微生物学 改訂版、（培風館）
参考書：R.Y. スタニエほか共著、高橋 甫ほか共訳、微生物学 入門編 （培風館）
村尾澤夫ほか共著、くらしと微生物 改訂版 （培風館）
百瀬春生編、微生物工学  （丸善）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
教室での通常の講義形式。

【メッセージ】
考え方の流れを理解しましょう。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートに代え、小テストを行うこともある。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：微生物学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 暮らしと微生物 導入として、身近な微生物の存在と微生物の意外な利
用法を紹介する。

第 2 回 微生物の研究法 微生物を研究する上で重要な技術である、滅菌法、純
粋培養法、顕微鏡について説明する。

第 3 回 微生物の分類と細胞構造 生物界における微生物の位置、細胞構造について説明
する。

第 4 回 微生物の生育 微生物の増殖、増殖曲線、増殖に及ぼす環境の影響等
について説明する。

第 5 回 微生物の代謝と制御（１） 微生物の物質代謝とエネルギー代謝について説明す
る。

第 6 回 微生物の代謝と制御（２） 微生物の代謝系の制御について説明する。
第 7 回 総括と演習 これまでの内容について、まとめと演習をおこなう。
第 8 回 中間試験
第 9 回 微生物の利用技術（１） 醸造、発酵食品など、微生物を利用した生産物と、そ

の中で働く微生物との関係を説明する。
第 10 回 微生物の利用技術（２） 微生物による有用物質生産の例を説明する。また、変

異株の創製や利用についても説明する。
第 11 回 自然環境下における微生物の働

き
炭素循環、窒素循環、高等生物との共生などにおける
微生物の役割について説明する。

第 12 回 遺伝子組換技術の考え方（１） ＤＮＡ、遺伝情報、突然変異等について説明する。
第 13 回 遺伝子組換技術の考え方（２） プラスミド、ベクター、制限酵素、連結酵素等や、遺

伝子組換操作の基本的なことを説明する。
第 14 回 微生物と病気 微生物が原因となる病気について概観する。
第 15 回 まとめと演習 全体を通してのまとめと演習を行なう。
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